
東京力×無限大
令和5年度　地域福祉フォーラム

日　時：2024年1月27日（土）午後1時～4時（会場：午後０時15分）

　　　　　　 
 参加対象：地域福祉に関心のある方　誰でもどうぞ！

参加費：500円（当日受付でお支払いください）

●主　催● 東京都内社会福祉協議会職員連絡会 （企画運営：地域福祉フォーラム部会）
社会福祉法人東京都社会福祉協議会

●問合せ● 社会福祉法人 東京都社会福祉協議会　地域福祉部　地域福祉担当
　　　　　 〒162-8953　新宿区神楽河岸1－1　〈TEL〉 03-3268-7186　　〈FAX〉 03-3268-7222

〈メール〉 chiiki_07@tcsw.tvac.or.jp
～この事業は、東京都共同募金会による配分金により開催します～

“ここから ふたたび 地域づくりの1歩を踏み出す　”
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：会　場 飯田橋レインボービル7階　大会議室ほか　※定員：200名

午後1時～2時45分（開場：午後0時15分）

午後3時5分～4時　※詳細は裏面をご参照ください

テーマ：「４年ぶり」は何をもたらしたのだろう

タイトル 会　場 定　員

レインボービル内
会議室

※当日ご案内します

① ～やめない！めげない！あきらめない！～
そしたら新たな発見が 100名

② そのもやもや、ちょっと話してみませんか？
千里の道も一歩から！ 100名

島田　正樹さん
＜講師プロフィール＞　つきのとかげプロジェクト代表（事務局）。さいたま市役所職員。認定ワークショップデ
ザイナー。国家資格キャリアコンサルタント。市役所に勤めながら、地域のコミュニティづくりと個人のキャリア形成
支援に取り組むなど「地域×キャリア」を軸に活動。

西川　正さん
＜講師プロフィール＞　NPO法人ハンズオン埼玉副代表理事。「おとうさんのヤキイモタイム」キャンペーンな
どコミュニティを育むためのさまざまなプロジェクトを提案してきた。立教大学等で非常勤講師。岡山県真庭市立中

。等）らかろこ（』ンョシーネィデーコ動活域地の代時」様客お「～時るれま生のびそあ『に書著。務兼を長館書図央

分科会

　この地域福祉フォーラムは、前身の「小地域福祉活動サミット」（平成26年）から数えて９回目を迎えま
す。東京における小地域福祉活動の推進を目的に回を重ねてきたなかで、やはり新型コロナウイルス感染
症による活動の縮小や中止がもたらした影響は非常に大きく、様々な課題が表出されてきています。わた
したち社会福祉協議会もそのあり方を見つめ直し、“ ふ つうの く らしの し あわせ”の達成のため住民の皆
さんとともに地域づくりを進めていこうと奮闘しています。
　ようやく少しずつ地域活動が再開されたり新たな活動が芽吹いてきたりしていますが、なかには「どう
やって再開したらいいのかな」「まだ参加するのは不安だな」という方もいらっしゃるのではないでしょ
うか。それぞれが抱える思いを持ち寄り、本フォーラムが目指す「地域活動を語り合う場」をともに作り上
げましょう。ご関心のあるすべての皆さんのご参加を心よりお待ちしております。



○飯田橋レインボービル(新宿区市谷船河原町11)
　JR「飯田橋」駅西口改札または地下鉄B3出口から徒歩6分
　※地下鉄は有楽町線・南北線・東西線・大江戸線利用

会場アクセス

登壇者：島田　正樹さん（つきのとかげプロジェクト代表／さいたま市役所職員）
　　　　西川　正さん（NPO法人ハンズオン埼玉副代表理事）
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ハンズオン埼玉島田さんnote

参 加 申 込 方 法 ●１月21日（日）締切

参加申込みはインターネットから!!
https://forms.gle/dSDYV6ghC3U9aZRH9

2227-8623-30：先信送】合場のXAF【
検索

※希望者多数により希望以外の分科会をご案内する場合のみ、1/23（火）までにご記入いただいた連絡先へご連絡いたします。

東社協　令和５年度地域福祉フォーラム

登壇者：西村　進さん、百武　攻さん（太子堂ダンディクラブ）、阿久津　美栄子さん（NPO法人UPTREE代表理事）
ファシリテーター：西川　正さん（NPO法人ハンズオン埼玉副代表理事）

①
会
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個　人　名

連絡担当者
※団体から
　複数参加の場合

連絡先
TEL

E-mail

FAX

希望分科会に○
① ②

ふりがな

　　　　　登壇者：伊東　裕さん（一般社団法人Cleanup＆CoffeeClub理事）
　　　　　　　　　田中　萌々花さん（一般社団法人Cleanup＆CoffeeClub巣鴨拠点運営メンバー／大正大学生）
　　　　　　　　　沼 　道子さん（まほうのほうき代表）
ファシリテーター：島田　正樹さん（つきのとかげプロジェクト代表／さいたま市役所職員）

②
会
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★全体終了後放課後タイムがあります♪登壇者・参加者同士の情報交換の場としてご活用ください（任意参加）

車いすの方、手話通訳、要約筆記、介助等が必要な方は、その旨ご記入くださいインボイス制度に伴い
請求書が必要な場合は
チェックしてください

所属または普段の活動
（例）社協職員、民生委員、
ボランティア活動者、学生

主たる活動地
（区市町村名）

登壇者への質問がありましたらご記入ください

ご自身がかかわる地域活動に関するチラシやパンフレットを当日設置できます。
当日ご持参していただくか、1/19（金）までに〈問合せ〉の住所までご送付ください。

□必要です

　この春ごろから、各地で“4年ぶり”という言葉をよく耳にするようになりました。「ようやく
○○ができる」と外に出たり人と関わったり、地域活動も少しずつ再開されていることと思い
ます。その一方でこの3年間で人々が抱える悩みや課題が顕在化し、その解決が求められてい
ます。活動が休止している・終了したという地域活動も少なからずあります。コロナ禍が地域
やわたしたちの暮らしにもたらしたものは何なのでしょうか。2名の登壇者による基調報告と
対談を通して、みなさんで振り返りながら考えてみようと思います。

　新型コロナウイルス感染症の蔓延により、わたしたちはそれまで行っていた様々な活動を縮小・中断せざるを得な
くなりました。分科会①ではそのようななかでも続ける必要性を信じ、メンバーや関係者とともに工夫しながら活動
してきた例をご紹介します。制限がある中でうまれた取組みが、新たな活動や新たな価値・発見を生み出してきてい
るようです。活動を続けるポイントをともに学びましょう。

　コロナ禍での日々を過ごすなかで、改めて自分の地域や暮らし方を見つめなおしたという方もいらっしゃるのではな
いでしょうか。分科会②では自身の気持ちの変化や気づきから、何かできることはないかと考え実行に移した方にご登
壇いただきます。「地域のために何かやってみたいな」と思っている方、一緒にその一歩を踏み出してみましょう。
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